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第10課

第
だい
10課

か

待
ま
ち合
あ
わせ

84 第10課 85第10課

地図

図書館

101

駅
読
よ
み方
かた

エキ

ことば 駅
えき

例
れい
文
ぶん

駅
えき

で切
きっ

符
ぷ

を買
か

います。　　

書
か
き順

じゅん

駅
memo

102

上
読
よ
み方
かた

ジョウ うえ ショウ あ-がる あ-げる うわ かみ のぼ-す のぼ-せる のぼ-る

ことば 上
うえ

　<上
じょうず

手>　上
あ

がります　上
あ

げます　上
のぼ

り　上
うわ

着
ぎ

例
れい
文
ぶん

テレビの上
うえ

に本
ほん

があります。／母
はは

は料
りょう

理
り

が上
じょうず

手です。

書
か
き順

じゅん

上
memo

103

下
読
よ
み方
かた

カ した ゲ お-りる お-ろす くだ-さる くだ-す くだ-る さ-がる さ-げる しも もと

ことば 下
した

　地
ち

下
か

鉄
てつ

　<下
へ

手
た

>　下
さ

がります　下
さ

げます　下
お

ります　下
くだ

り　 上
じょう

下
げ

例
れい
文
ぶん

いすの下
した

にかばんがあります。／私
わたし

は歌
うた

が下
へ

手
た

です。

書
か
き順

じゅん

下
memo

104

地
読
よ
み方
かた

チ　ジ

ことば 地
ち

図
ず

　地
ち

下
か

鉄
てつ

　地
じ

震
しん

例
れい
文
ぶん

駅
えき

の近
ちか

くの地
ち

図
ず

を見
み

ます。

書
か
き順

じゅん

地
memo

105

図
読
よ
み方
かた

ズ　ト　はか-る

ことば 地
ち

図
ず

　図
と

書
しょ

館
かん

例
れい
文
ぶん

友
とも

達
だち

と図
と

書
しょ

館
かん

へ行
い

きます。

書
か
き順

じゅん

図
memo

①どっちがいい？

Ａ 　　Ｂ 

②どっちがいい？

Ａ 　　Ｂ 

106

館
読
よ
み方
かた

カン　やかた

ことば 図
と

書
しょ

館
かん

　映
えい

画
が

館
かん

例
れい
文
ぶん

図
と

書
しょ

館
かん

で本
ほん

を借
か

ります。　　

書
か
き順

じゅん

館
memo

107

右
読
よ
み方
かた

みぎ　ウ　ユウ

ことば 右
みぎ

　左
さ

右
ゆう

例
れい
文
ぶん

日
に

本
ほん

の車
くるま

は右
みぎ

ハンドルです。

書
か
き順

じゅん

右
memo

108

左
読
よ
み方
かた

ひだり　サ

ことば 左
ひだり

例
れい
文
ぶん

日
に

本
ほん

では車
くるま

は道
みち

の左
ひだり

側
がわ

を走
はし

ります。

書
か
き順

じゅん

左
memo

109

道
読
よ
み方
かた

ドウ　みち

ことば 道
みち

　水
すい

道
どう

　北
ほっ

海
かい

道
どう

例
れい
文
ぶん

交
こう

番
ばん

で道
みち

を聞
き

きます。／水
すい

道
どう

の水
みず

が出
で

ません。

書
か
き順

じゅん

道
memo

③どっちがいい？

Ａ 　　Ｂ 

④どっちがいい？

【右】

Ａ みぎ　　

Ｂ ひだり

⑤どれがいい？

Ａ 　　Ｂ 

Ｃ 
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北 口 南 口
きた ぐち みなみ ぐち

西 口
にし ぐち

銀 行 地 下 鉄
ぎん こう ち か てつ

駐 車 場

地 Ａ 

↓
（　
　

  　
　

 　

）

机
つくえ

の
鉄

　　　　　Ｂ →
（　　　）  

（　
　
　

   

）

Ａ 

↓ 地
書館

Ｂ →

（　　　　　　）

　 駅
館

下 右
上 左

練
れん

習
しゅう

１　書
か
いてみよう

Ⅰ	 □に漢
かん
字
じ
を１つ書

か
いて、（　　）にひらがなを書

か
いてください。	　

①		 ②

Ⅱ	 絵
え
を見

み
て　　に	  の漢

かん
字
じ
を、（　　　）に読

よ
み方

かた
を書

か
いてください。

①		 ②	 ③	 ④	 ⑤

① 木の　　に犬がいます。 ② ベッドの　　にネコがいます。

　（　　　　　） 　　　（　　　　　）

③ 男の人は　　にすわっています。 ④ 上野　　の北口で会いましょう。

　　　（　　　　　） 　（　　　　　） 

⑤ ここは映画　　です。

　　　　（　　　　　）

Ⅲ	 　　　の漢
かん
字
じ
をひらがなで、ひらがなを漢

かん
字
じ
で書

か
いてください。

① 　駅　の前の　銀行　へ行きます。 ② 　としょかん　で本を読みます。

③ 　地下鉄　に乗
の

ります。 ④ この　みち　は細
ほそ

いです。

88 第10課 89第10課

インドレストラン
安い！おいしい！

○○駅南口
コンビニ右のカフェの上

プレゼントはお花をどうぞ！

さくら花店
 ――大好きな人に送ります。

○○駅南口　東西銀行右

　＊おいしいケーキも
　　あります！

地下鉄＊＊線 ○○駅北口 東西銀行左

Ａ Ｂ
Ｃ Ｄコンビニ

銀行

○○駅

北口

南口

銀行
コンビニ

Ｅ

Ｆ

Ｇ Ｈ

イースト

練
れん

習
しゅう

２　やってみよう

Ⅰ	 今
き ょ う
日は、まりさんの誕

たん
生
じょう
日
び
です。○○駅

えき
でけんさんと会

ぁ
って、花

はな
とケー

キを買
か
って、みんなでご飯

はん
を食

た
べます。

	 下
した
のお店

みせ
はどこですか。（　　　）にａ～ｈを書

か
いてください。

①（　　　）	 ②	（　　　）　

③（　　　）

　　	　　　　　　　　

Ⅱ	 友
とも
達
だち
のけんさんから電

でん
話
わ
が来

き
ました。	……………………………… 	 16

【 】	 駅
えき
の中

なか
の案

あん
内
ない
図
ず
を見

み
てください。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

【	 	】	 ①	けんさんは今
いま
（ア）～（エ）のどこにいますか。　　（　　　　　）

	 	 ②	２
ふた り
人は（ア）～（エ）のどこで会

あ
いますか。　　（　　　　　）

Ⅲ	 アリさんは友
とも
達
だち
のまりさんと映

えい
画
が
館
かん
の前

まえ
で待

ま
ち合

あ
わせをしていました

が、まりさんがいません。まりさんに電
でん
話
わ
をします。アリさんは今

いま
、駅

えき

を出
で
たところ(★)で地

ち
図
ず
を見

み
ています。	…………………………… 	 17

【 】	 地
ち
図
ず
を見

み
てください。

【	 	】	 ①	まりさんは今
いま
、Ａ～Ｄのどこにいますか。　　（　　　　　　）

	 	 ②	待
ま
ち合

あ
わせの場

ば
所
しょ
へ行

い
くまでに、何

なに
がありますか。

	 Ａ	 Ｂ	 Ｃ　

① ②

③ ④②

本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

と使
つか

い方
かた

◆ 学
がく

習
しゅう

する漢
かん

字
じ

について

　『漢
かん
字
じ
たまご　初

しょ
級
きゅう
』で学

がく
習
しゅう
する漢

かん
字
じ
は162字

じ
です。『漢

かん
字
じ
たまご　初

しょ
級
きゅう
』『漢

かん
字
じ
たまご　初

しょ
中
ちゅう
級
きゅう
』の

２冊
さつ
で、日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
N5、N4レベルの漢

かん
字
じ
の学
がく
習
しゅう
ができます。

　各
かく
課
か
で学
がく
習
しゅう
する漢

かん
字
じ
は、次

つぎ
の3つの種

しゅ
類
るい
に分

わ
かれています。

提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

　　：読
よ
み方
かた
と書

か
き方
かた
を学
がく
習
しゅう
します。

読
よ

める　　　：意
い
味
み
と読

よ
み方
かた
がわかればいい漢

かん
字
じ
です。

	 後
あと
の課

か
で「提

てい
出
しゅつ
漢
かん
字
じ
」として再

さい
提
てい
出
しゅつ
されます。

見
み

て、わかる：サインとして意
い
味
み
が理

り
解
かい
できればいい漢

かん
字
じ
です。読

よ
みも書

か
きも問

と
いません。

	 後
あと
の課

か
で「提

てい
出
しゅつ
漢
かん
字
じ
」として再

さい
提
てい
出
しゅつ
されます。（一

いち
部
ぶ
例
れい
外
がい
もあります）

◆ 本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

①「漢
かん

字
じ

のはじまり」：漢
かん
字
じ
の成

な
り立

た
ちについて学

がく
習
しゅう
します。

②「漢
かん

字
じ

のきほん」：漢
かん
字
じ
の基

き
本
ほん
的
てき
なルールについて学

がく
習
しゅう
します。

③  第
だい

１課
か

～第
だい

15課
か

、「漢
かん

字
じ

のパーツ」

④「楽
たの

しく覚
おぼ

えよう１／２／３」：漢
かん
字
じ
のパーツ（構

こう
成
せい
要
よう
素
そ
）、形

けい
声
せい
文
も
字
じ
、記

き
憶
おく
法
ほう
を紹

しょう
介
かい
しています。

⑤「もう少
すこ

しやってみよう」：第
だい
1課
か
～第
だい
15課

か
、漢
かん
字
じ
のパーツの復

ふく
習
しゅう
問
もん
題
だい
です。

◆ 各
かく

課
か

の構
こう

成
せい

①  タイトルページ

②「提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

」「読
よ

める」「見
み

て、わかる」

③「練
れん

習
しゅう

１：書
か

いてみよう」

④「練
れん

習
しゅう

２：やってみよう」

（⑤コラム）
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◆ ルビについて

「練
れん

習
しゅう

１：書
か

いてみよう」：文
ぶん
の中

なか
で漢

かん
字
じ
の読

よ
み方

かた
や書

か
き方

かた
を問

と
う場

ば
合
あい
、既

き
習
しゅう
漢
かん
字
じ
にはルビをつけて

いません。

「練
れん

習
しゅう

２：やってみよう」：情
じょう
報
ほう
を取

と
るタスクの素

そ
材
ざい
（例

れい
：図

ず
表
ひょう
、ポスター、地

ち
図
ず
など）にはルビを

つけていません。

◆ 各
かく

セクションの進
すす

め方
かた

①タイトルページ

　タイトルページのイラストには、その課
か
で学

がく
習
しゅう
する漢

かん
字
じ
が入

はい
っています。学

がく
習
しゅう
する漢

かん
字
じ
がどんな場

ば
面
めん

で使
つか
われているのか、その課

か
の漢

かん
字
じ
を学

がく
習
しゅう
することで「何

なに
ができるようになるのか」ということを意

い
識
しき

しましょう。知
し
っている漢

かん
字
じ
がある場

ば
合
あい
は、どこで、どんな状

じょう
況
きょう
でその漢

かん
字
じ
を見

み
たのか、どんな意

い
味
み
か、

どう読
よ
むかなどを考

かんが
えます。

②「提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

」

32

年
読
よ

み方
かた

ネン　とし　

ことば １年
ねん

　年
とし
　＜今

ことし
年＞　去

きょ
年
ねん
　来
らい
年
ねん

例
れい

文
ぶん

１年
ねん
は365日

にち
です。／今

ことし
年は何

なん
年
ねん
ですか。

書
か

き順
じゅん

年
memo

この段
だん

階
かい

で覚
おぼ

えてほしい読
よ

み方
かた

が太
ふと

字
じ

になっています。

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N4、N5レベルの語
ご

彙
い

を中
ちゅう

心
しん

に、
課
か

のトピックに合
あ

ったものを載
の

せています。
太
ふと

字
じ

になっている語
ご

は、N4、N5レベルの漢
かん

字
じ

が使
つか

われている重
じゅう

要
よう

語
ご

やそれ以
い

外
がい

でも覚
おぼ

えるの
が望

のぞ
ましいと思

おも
われる語

ご
です。

母
ぼ

語
ご

訳
やく

、オリジナルの記
き

憶
おく

法
ほう

、イラスト
など、自

じ
由
ゆう

に書
か

けるスペースです。

提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

の通
とお

し番
ばん

号
ごう

熟
じゅく

字
じ

訓
くん

など特
とく

別
べつ

な読
よ

み方
かた

は「ことば」
の欄

らん
に＜　＞で紹

しょう
介
かい

しています。

　ここでは、タイトルページで紹
しょう
介
かい
した漢

かん
字
じ
を１字

じ
ずつ練

れん
習
しゅう
していきます。「漢

かん
字
じ
のはじまり」「漢

かん
字
じ
の

きほん」「漢
かん
字
じ
のパーツ」「楽

たの
しく覚

おぼ
えよう」などを参

さん
考
こう
に、漢

かん
字
じ
の覚
おぼ
え方
かた
を考

かんが
えながら練

れん
習
しゅう
しましょう。

できるだけいろいろな覚
おぼ
え方
かた
のアイディアに触

ふ
れ、自

じ
分
ぶん
なりの漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
の方
ほう
法
ほう
を見

み
つけましょう。

「ポイント」では、字
じ
形
けい
や読

よ
み方
かた
、送
おく
り仮

が
名
な
、パーツ（構

こう
成
せい
要
よう
素
そ
）など、間

ま
違
ちが
いやすいところを確

かく
認
にん
します。

　＊「漢
かん

字
じ

たまごのヒント＆ポイント」が、下
か

記
き

のウェブサイトからダウンロードできます。

　　アクラス日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

所
しょ

（http://www.acras.jp/）
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③「練
れん

習
しゅう

１：書
か

いてみよう」

　②の練
れん
習
しゅう
後
ご
、提
てい
出
しゅつ
漢
かん
字
じ
の読

よ
み書

か
きの力

ちから
をつけるための練

れん
習
しゅう
をします。漢

かん
字
じ
をパーツに分

わ
けたり（分

ぶん
解
かい
）、

パーツから漢
かん
字
じ
を作

つく
ったり（結

けつ
合
ごう
）して、漢

かん
字
じ
が複

ふく
数
すう
のパーツで構

こう
成
せい
されていることを意

い
識
しき
化
か
します。

同
どう
時
じ
に既

き
習
しゅう
の漢

かん
字
じ
と関

かん
連
れん
付
づ
け、提

てい
出
しゅつ
漢
かん
字
じ
の整

せい
理
り
も行

おこな
います。さらに、意

い
味
み
のグループでまとめたり、音

おん

読
よ
み・訓

くん
読
よ
み、形

けい
声
せい
文
も
字
じ
・音

おん
符
ぷ
に注

ちゅう
目
もく
した練

れん
習
しゅう
もします。ここでは、同

どう
様
よう
の練

れん
習
しゅう
を繰

く
り返

かえ
し行

おこな
い、記

き
憶
おく

を定
てい
着
ちゃく
させていきます。

④「練
れん

習
しゅう

２：やってみよう」

　実
じっ
際
さい
の接

せっ
触
しょく
場
ば
面
めん
に近

ちか
い状

じょう
況
きょう
で、必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を読

よ
み取

と
ったり、漢

かん
字
じ
を書

か
いたりできるよう、実

じっ
践
せん
練
れん
習
しゅう
を

します。各
かく
タスクとも、正

ただ
しい解

かい
答
とう
を得

え
るのはもちろんですが、解

かい
答
とう
に至

いた
る道

みち
筋
すじ
・タスク達

たっ
成
せい
の方

ほう
法
ほう
を

学
まな
ぶことが大

たい
切
せつ
です。どのような点

てん
に着

ちゃく
目
もく
すれば正

ただ
しい情

じょう
報
ほう
が得

え
られるか、未

み
知
ち
の漢

かん
字
じ
語
ご
彙
い
があった場

ば

合
あい
、その意

い
味
み
をどのように推

すい
測
そく
するか実

じっ
際
さい
に体
たい
験
けん
します。

　情
じょう
報
ほう
取
と
りには、書

か
かれたものから読

よ
み取

と
るものと音

おん
声
せい
を聞

き
いて書

か
かれている内

ない
容
よう
と一

いっ
致
ち
させるものの

２つのタイプがあります。どちらもまずは１
ひと り
人で、辞

じ
書
しょ
を使

つか
わず、自

じ
分
ぶん
の力

ちから
だけでチャレンジします。

音
おん
声
せい
を聞

き
いて答

こた
える問

もん
題
だい
では、聞

き
く前

まえ
に必

かなら
ず情

じょう
報
ほう
部
ぶ
分
ぶん
を見

み
る時

じ
間
かん
を取

と
ります。タスクの情

じょう
報
ほう
量
りょう
は多

おお
く、

未
み
習
しゅう
の漢
かん
字
じ
や語

ご
彙
い
も含
ふく
まれていますが、その部

ぶ
分
ぶん
を読

よ
んだり、意

い
味
み
を確
かく
認
にん
したりする必

ひつ
要
よう
はありません。

既
すで
に知

し
っている知

ち
識
しき
をフルに使

つか
って、わかる範

はん
囲
い
の中

なか
で、いかに必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を得

え
ていくかが重

じゅう
要
よう
です。

 

◆ 凡
はん

例
れい

02 	 CDとトラック番
ばん
号
ごう
を表

あらわ
しています。

【 】	 CDを聞
き
く前
まえ
に、その場

ば
面
めん
を把

は
握
あく
するため、まず問

もん
題
だい
の図

ず
を見

み
るということを示

しめ
しています。

【  】	 聴
ちょう
読
どっ
解
かい
問
もん
題
だい
が始
はじ
まることを示

しめ
しています。


